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私 の体験 した学級崩壊
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富山大学入試判定 ミスと隠蔽に関 して,私の授
業における体験を報告いたします。
私は担当の授業の時に, この事件について少 し
話 してみました。こんなことを授業で話すことは,
固い姿勢の富山大のマナーでは避けるべきかも知
れないという気はしていたのですが,他方私はこ
の不祥事を教官と学生が授業を割いてでも話すと
いう積極性が大学での意見交換のきっかけとなっ
て,再生への手がかりにでもなればと思っている
のです。やはり, 自分の大学の地に落ちたモラル
には口を閉じ,客観的に中立的な授業をするなど
という気にはならなかったのです。
「教育学部の判定 ミスでは,関係者は自分のポ
ケットからお金を出して不合格とされた一学生の
私立の入学金を償うなど,学生に対 して姑息では
あるが判定 ミスの繕いの処置をとった。 しかし人
文学部の判定 ミスは隠蔽された。十六名の学生が
不合格とされ,進路変更を余儀なくされた彼 らの
ダメージ,また数年にもわたり累積 した彼 らの経
済的損失などの一番基本的なことはすっかり無視
された。事件の責任者達は,大学と教官の体面を
重んじ,厄介なことをもみ消そうとする 「なれあ
い」村であるかのようであったのだ。これは強く
非難されても当然であろう。」 という様なごく当
り前の意見ではありますが, こんな意見を私が学
生に対 して表明することも黙っているよりはずっ
と意味があると思ったのでした。
大学院のセ ミナーや物理の三年生の授業では私
の意図は通 じたようであり,学生達は熱心に聴い
ている雰囲気で,進んで発言 し,授業終了後 も私
のところに寄ってきて昼食 もせずに,昼からの授
業時間になるまで話 しを続けたりしました。
もう一クラス,物理序説は150人の大クラスな
のですが, こでもやってみました。このクラス
は理学部 1年生の内,高校で物理をとらなかった
者を対象とするものです。この授業では数式の演
算などの詳細はなるべく省 く代わりに,物理が人
間の物の見方を築 くために役立ち,科学技術社会
を支えていることを説明し,また地球の資源問題
や環境問題,経済や軍事の問題に物理がどのよう
に関与 しているかを説明したいと,私は意図 して
おります。ところが今年このクラスを四月に開始
して以来,ずっと授業中騒が しくて, これがだん
だんエスカレー トして放っておけない状態になり,
「騒が しい人は出て貰 う」 と云って警告するはめ
になっておりました。こんな頃,私が富山大入試
判定 ミスを話 し出したところ,教室は一気に騒が
しくなり始めたのです。私は困惑 し,騒がしい席
の中心辺りで目の合った学生に 「一体,君はこの
ニュースをどう思ったのか?」と発言を求めまし
た。黙っているので何回か発言を促 したところ,
やっと彼は発言を始め,「そんなことはどうでも
よく,無関係な事である。」 と云いました。私は
「無関係という訳ではあるまい。就職の求人が減
るかもしれないよ。」 と云いました。 この学生は
「それは困りますね。」といいました。この学生の
意見は私にとって驚きで した。「自分の意見を述
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べたことは尊重するし,いろんな意見があって当
然だ。みんな同一の意見なのは良 くない。でもい
まの意見は自分の事だけしか意識 していないエゴ
イス トの意見であると私は思う。大学生としての
資質に欠 くところがある。就職までの期間は大学
生活を楽 しめばよいとしか思っていないのではな
いか?」とコメントしました。折角合格 して良い
気分になっているのに, 自分の入学する以前に起
きた不祥事のことなど考えたくもないとでも言う
気分なのでしょうか?
このように学生と私が意見を交わしているのを
他の学生達は緊張 して耳をそば立て,教室がシー
ンとするのを期待 しておりました。ところが教室
はこんなやり取 りとは無関係に騒がしくなるばか
りなのです。私は教室の後ろで騒がしくしている
辺りまで出かけて行って,無神経に笑っている学
生の内の二人に 「出て行け !」と云ったところ,
この二人は余り気にする様子 もなく, うなずいて
教室から退出しました。
しかし私が二人の学生を追い出しても,教室は
余りぴりっとした雰囲気が戻ってこないのです。
騒がしくしている教室の別の辺 りで,日の合った
学生に 「君の意見はどうか?」と質問を繰り返 し
ました。 この学生 も重い口を開き,「そんなこと
はどうでも良い。」 と云いました。私は 「では,
池田小学校の集団殺人 (嫌なニュースが目白押 し
で,最近すでに殆ど話題にならないですが, これ
は直前のニュースだったのです)については,ど
う思 うのか ?」と畳み掛けました。その学生は
「それも,どうでもいいことだ。」と返事 したので
す。これを聞いて,私は 「どう云うべきか,返す
べき言葉が無い。自分の意見を云うのは認めるけ
れど,そんな意見の若者が多 くなれば, 日本の将
来は暗いと私は思う。」とコメントしました。
別の学生が積極的に発言 しました。「そんなこ
とを云うが,あなたは富山大の入試判定 ミスに関
して何 もしていないのではないですか? あなた
自身の意見も云ってないじゃないですか? それ
から, この授業は今まで殆ど何 も教えていない。」
と云うのです。この学生は私の授業の進め方に反
発 していることが分かりました。「この授業で物
理の公式,数式を云々するのは避けているのだ。
難 しい話 しをすれば,ついて行けないと苦情が出
るに決まっているのだ。難 しくせずに,物理の本
質を伝えようとしているのだ。何 もしていないと
言うが,授業の時間の一部を割いて, この事件に
ついて敢えて話題にしているのだ。騒がしいから
私の意見はまだ言ってないだけなのだ。」 と私は
弁明をしましたが,ややくどくどしいと学生は思っ
たかもしれません。この途中,この学生は持ち物
をまとめて教室から自分から退出しました。
「自分の所属する富山大を良 くしようと努力す
るのは,富山大の構成員の義務であり,責任であ
る。同 じように, 日本に住む我々が, 日本を良 く
しようとし,地球に住む我々が,地球を大切にし,
これを良 くしようとするのは義務であり,責任で
あるのだ。」 と私は続けましたが,迫力が足りな
く,教室を支配 していないと感 じざるをえません
でした。私は重要な話題提起を学生が緊張 して受
け取ることを期待 しておりましたが,学生と私の
やり取 りには関係なく騒がしさが消えず,緊張が
戻 らず,結局合計十名ほどの学生が前後 して別々
に一人ずつ席を立って,教室から退出しました。
学級崩壊です。「どうして君達は退出するのか?
怪 しからぬことだ。」などと叱責する気はありま
せんで した。 もしそう言えば,「この授業はつま
らないので,退出します。」 という答えが返って
きたでしょう。ちなみに,私は授業中,学生の入
室や退出には注意を払わないことにしており,学
生の名前を点呼 して,出欠をチェックすることさ
えしたことがありません。ですから学生はいわば
匿名状態であり,思うまま振舞うことが出来たの
かもしれません。
この辺りで,反抗的な学生はかなり退出してし
まったようです。今までのやり取りを通 じてもっ
と別の発言を求めたところ,まっとうな意見もやっ
と出てきて授業の締めくくりになりましたが,授
業が終わったときには私はすっかりぐったりして
しまいました。今まで私の担当した殆どすべての
授業において,その時々の社会的な事件について
私の体験した学級崩壊
触れ,感動を呼び,モラルに訴えるいろいろの出
来事や体験などについて私見を述べ,雑談として
積極的に時間を割いてきました。これが今回の授
業では通用せず,学級崩壊とはこんなことか !と
私は実感することになりました。
しかし私は授業中には,入試判定 ミスと隠蔽と
いう重大事件に触れるべきではなかったとは思い
ません。富山大学の存立基盤を問うモラルについ
ては授業中一切話題にせず,物理式の誘導と展開
だけを教えるのならば,それはオーム教の科学者
を養成するようなものだと言いたくなります。そ
して,富山大学の入試判定 ミスと隠蔽事件につい
ての責任を持つ教官と,他方この事件について話
すことに批判的であった私のクラスの学生とは,
ちょうど割れ鍋にぴったりの閉 じ蓋の関係だと悪
口を言いたくなります。私はと言えば,割れ鍋で
作る料理に振りかける薬味の役割を果たそうと思っ
ていたのですが,その薬味も今では味が利かなく
なったと言うところでしょうか?
次回からの授業では,本来の物理序説の授業内
容の内でも効果的なテンポで話が進む筈の話題を
選びましたが,効果はあまり目覚 しくはありませ
んでした。依然としてクラスはやや騒がしく,大
げさに言えば,私の話には簡単には乗 らないぞと
でも言うような警戒の雰囲気がクラスの中に漂っ
ています。うまく進行 している授業では,学生達
が私の話を期待 しているらしい雰囲気があり,私
が何かちょっと気の利いたことを言い始めようと
すると,それに積極的に乗って来てくれる雰囲気
があるものです。いったん授業崩壊が起こると,
この建て直しを行うのは簡単とは言えないものが
ありました。
□頭の講義だけの授業ではどうしても単調で,
学生は注意力を持続できなくなり,結局学生が授
業から途中で離脱 してしまうことも多いようです
が, この悪循環を避けるためには実験を交えるこ
とは極めて有効です。私は私のお得意でもある実
験演示を行いました。でも,マイナス196℃の液
体窒素を汲んだジュワー瓶や真空ポンプ等々を手
押 し車に載せて往復 して講義室まで運び,学生に
手伝ってもらって, これらを三階まで運び上げる
のは相当面倒なのです。 もともと教室がこのよう
な実験演示をすることを想定 して設計されていな
いのです。これらの実験演示の器具を用いて,低
温はどのように生成するのか? 温度とは何か?
低温になると室温と比べてどのような違いがあ
るのか? 低温ではどのような量子現象が顕在化
してくるのか? などについては説明すると,通
常,学生はとても興味を持ってくれ,例年の富山
大学の 「夢大学」で市民を対象とするときにもな
かなか効果的であることを経験 しております。こ
の授業でも殆ど同じ実験演示を行ったのですが,
通常と比べて,学生はやや控えめに興味を示 して
くれたようでした。
授業崩壊のことをあまり気にしているわけには
ゆきません。資源問題や環境問題,経済や軍事の
問題に物理がどのように関与 しているかについて
も説明したいと私は学期始めに学生に述べている
のです。私は授業を20世紀の物理学と原子核分裂
の発見へと絞り, この発見は短期間の内に原爆に
なって応用されたこと,更にこれが兵器の姿を一
新 しエネルギー源としての原発として登場するこ
とになったことを述べました。そしてこの原発に
は,健全なエネルギー資源として考えるわけには
ゆかない理由がいくつもあることを述べ, これら
の理由を列挙 して説明しました。私の物理序説の
授業はこれで終わりとなりました。
授業に関する学生の評価採点は予告 していたよ
うに,試験ではなくレポートで行いました。レポー
トにおいては4設間を課 し,力学の設間に交えて
一設間は 「私が授業中に説明した原発に関する数々
の問題点の内,最 も重大だと思う問題点を三つ挙
げてください。それにも関わらず原発を推進する
べき理由があるか? 原発はストップするべきか?
授業で述べた私の意見を踏まえて,あなたの考
えを賛否いずれか自由に述べてください。私の意
見を単に無視 したものは駄目です。」 というもの
でした。この設間は物理の枠内での回答を要求 し
ているのではなく,科学技術と政治経済の絡んだ
大問題について学生一人一人の考え方,価値観を
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問うものです。ですから学生の反応が学級崩壊の
ときと同じであれば,学生はこの設間に対 して拒
否反応を起すかもしれません。 しかし, レポー ト
提出のために私の部屋を訪れた学生達はみな礼儀
正 しく,一人一人 レポー トをレポー トの受付箱に
おいてゆきました。これらを読むと,設間の通り
に各自,原発の問題点を挙げ,真面目に反対論あ
るいは賛成論を述べております。私の採点は平均
してかなりの高得点となった次第です。学級崩壊
時の学生の反抗心は跡形がないのはどうしてなの
か? 採点という教官が学生に持つ権力を背景に
して, この設間がなされているからだというのが
一番の理由かな?と私は思った次第です。
今年度の後期から理学部でも,学生による授業
評価アンケー トを必ず実施することが決まりまし
た。このアンケートには,教官の授業はよく準備
がなされていたか? 話し方は明快であったか?
授業 レベルは適切であったか? 授業量は適量で
あったか? 黒板の使い方は適切であったか?
授業は有益であったか? などの12項目の質問が
並んでおり,学生はこれを 1から5までの5段階
で評価するのです。自然科学の揺るぎ無い構築を
いかに要領良 く,学習のための無駄な混乱や苦痛
を与えずに消化させるかが授業評価の対象とされ
ておりますが, これらが重要であるのは勿論であ
り,同意 します。
ところが私は,非人格的な科学研究の構築を伝
授する一方で,一科学者として社会や人生につい
て思い悩む私の考え,見方をありのまま学生に伝
えたいと思っており,そのような授業のこだわり
を持っているのです。 しかしアンケー トには,私
のこだわりなどに関係する設間がありません。私
が授業で入試判定 ミスを話題にしたのは今年度の
前期でしたので,アンケー トは行なわずにすませ
ました。もしこのアンケー トを私の前期の授業に
対 して行なっておれば,私が授業で取り上げた話
題は準備が全 くなされておらず,話 し方は主観的
で,内容は逸脱 しており,適切でもなく,学生の
気分を暗 くさせ 000等々 ,アンケー トのすべて
の設間に沢山の 1が並んでいたことでしょう。こ
のアンケー トでは各教官による追加質問という項
目があるので,「私は授業で入試判定 ミスを話題
にしたが, このことは意義があったと思うか?」
と尋ねることも可能なのでしょう。でもそれは未
練がましいので,そんなこともしなかったでしょ
う。
私はこの春停年を迎えるまで勤めさせていただ
きました。私は頭が古 くて,いまだに私の大学生
のときに受けた授業のことが頭から離れておりま
せん。秀才タイプではない私は学生時代,授業に
従って学問の構築を要領良 く理解 ・把握すること
が苦手で,ち ょっとしたきっかけで授業への集中
を失い,私の脳は授業から飛び離れてしまったと
思います。むしろ私は授業時の先生の雑談や感想
に聞き入り, この先生はすばらしいと感 じると始
めてその授業内容が好きになるというありさまで
あったと思います。 しかし学級崩壊でも理学部の
アンケー トにおいても,現在はそんな時代ではな
いと言っているようです。でも,私にはついて行
けないものがあります。大学では学問に対するパ
トスの火が燃えていることがもっとも必要なはず
であり, このことは昔 も今も全く変わらないと私
は思っているのです。
